
○ 目的

 

○ 事業概要

継続千円7,673

京田辺市史編さん事業

事業内容

　昭和43年の『京都府田辺町史』の刊行から約50年、昭和62年の『田辺
町近代誌』の刊行から30年、平成9年の市制施行から20年経過する中、最
新の知見に基づく見直しや市制施行を経た本市の歴史を辿ることを通じ
て、ふるさとへの誇りや愛着を育み、地域の将来像を描く基礎とするた
め、新たな「京田辺市史」の編さんに取り組むもの。
　紙媒体に加え、映像・音声・画像データ等先駆的な「IT市史」も作成
し、地域文化の振興と発信力を強化する。
　なお、京田辺市史編さん事業は「京田辺市文化振興計画」掲載事業。

　平成30年度は市史編さん専門部会を中心に本格的に調査に着手する。

１）市史の編さん期間
平成29年度～38年度の10年間

２）市史の編さん体制
市史編さん委員会、専門部会、事務局、市史編さん市民ボランティア
・市史編さん委員会：市史の編さん計画等基本事項を協議。
・専門部会：調査、研究、原稿執筆等を行う。部会の内訳は、①考古・古代部
会、②中世・近世部会、③近代・現代部会、④美術工芸・建造物部会、⑤民
俗・地理部会、⑥IT市史部会、の6つ。

３）市史の構成
　　本文編3冊、資料編5冊

４）市史編さん事業費及び関連事業費（地方創生推進交付金対象）
・京田辺市史編さん事業〔7,619千円〕（嘱託職員報酬除く）
　（草内・東・飯岡・田辺新田・田辺・南田辺村域の古文書調査、民俗調査、
建造物調査、遺跡調査等）
・京田辺市史編さん（歴史資料整理）ボランティア〔32千円〕

・古文書解読入門講座〔0千円〕
・古文書修復ボランティア〔22千円〕
　　　【合計】7,673千円

※　過去の編さん事業
・『大住村史』：昭和21年～26年。全１冊。
・『京都府田辺町史』：昭和39年～43年。全１冊。
・『田辺町近代誌』『田辺町近世近代資料集』：昭和58年～62年。各１冊。

－

平成３０年度　当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64教育部市史編さん室

事業名

予算額
新規・拡充

継続の別

1301



○ 目的

○ 事業概要

担当所属名 教育部文化振興室 直通電話番号 64 － 1300

事業内容

　平成29年度に実施した詳細地形測量調査の成果をふまえ、地形改変
地点や、古墳状隆起に試掘トレンチを設定し、記録作成を行う。
　平成29、30年度の調査成果を発掘調査報告書としてまとめる。

　関西文化学術研究都市の開発が予定されいる南田辺西地区内には、人
為的な地形改変を受けた地点や、古墳状隆起が少なくとも4ヶ所確認され
いる。
　以上の地点の埋蔵文化財の範囲及び性格を明らかにするため、試掘確
認調査を実施する。調査の成果をふまえ、文化財を保護するため、周知
の埋蔵文化財包蔵地に認定する資料とする。

予算額 3,113 千円
新規・拡充

継続の別
継続

平成３０年度　当初予算主な事業

事業名 市内埋蔵文化財発掘調査事業



○　目的

○　事業概要

　

平成３０年度　当初予算主な事業

事業名 アートディレクター配置・活動事業

予算額 4,895 千円
新規・拡充

継続の別
継続

事業内容

担当所属名 教育部文化振興室 直通電話番号 64 － 1341

（１）文化振興計画関係事業の企画・実施、及び市の文化・芸術に関する
調整・提案・助言等

（２）市民文化祭の活性化に向けた企画、調整、実施及び付帯事務等
（３）文化協会総会・役員会、文化祭実行委員会等への参画
（４）市民の文化・芸術活動への意識を盛り上げるための新規事業の企画、

調整、実施及び付帯事務等
（５）アートディレクターの関与がなくなった後も取組が継続するための

人材育成や組織づくり
（６）昨年度２校で実施したアーティストを招いた「ひとやすみワーク

ショップ」を４校で実施
（７）お茶を通して人や文化と交流する「好日茶会」を開催

アートディレクターを京田辺市文化協会に配置し、これまで文化コー
ディネーターが進めてきたお茶の魅力を発信する事業など、同協会の活
性化に寄与する事業に加え、子どもが文化芸術に触れる機会を創出する
事業を行う。

若年層まで対象を拡大することにより、京田辺市文化振興計画の基本
理念「未来へつなぐ京田辺文化の創造」の実現につなげることを目的と
する。



○ 事業概要

○ 事業費内訳

平成３０年度　当初予算主な事業

事業名 市立幼稚園保育室空調整備事業

予算額 46,502 千円
新規・拡充

継続の別
新規

事業内容

・園児の保育環境の改善を図るため、市立幼稚園の全ての保育室に空調
設備を整備する。

・全幼稚園保育室　３４室　４６，５０２千円

担当所属名 教育部学校環境整備課 直通電話番号 64 － 1393



○ 目的

○ 事業概要

○ 事業費内訳
工事費　一式　244,300,000円
監理費　一式　　8,800,000円

担当所属名 教育部学校環境整備課 直通電話番号 64 － 1393

屋根の構造がシルバークール（ＳＣＳ版）であり、構造的な問題によ
り、大規模な震災時に屋根が落下する危険性があるため、指定避難所と
しての必要な機能が発揮できるよう防災機能の強化を図るもの

・屋根材シルバークールの撤去及び金属屋根の新設（軽量化）
・外壁の改修、内壁の塗装
・アリーナ床面改修
・照明器具の撤去・新設、天井付けバスケットゴールの撤去・新設
・屋根撤去に係る関連工事（電気・機械設備工事）

事業内容

予算額 253,100 千円
新規・拡充

継続の別
新規

平成３０年度　当初予算主な事業

事業名 田辺中学校体育館防災機能強化等工事



○ 目的

○ 事業概要

担当所属名
教育部

社会教育・スポーツ推進課
直通電話番号 64 － 1394

　「放課後の子どもの居場所」の選択肢を増やし、留守家庭児童会の枠
にとらわれない、児童の安全・安心な放課後等の居場所を確保する。
　

  小学校の放課後に、学校施設等を開放し、希望する児童を受け入れる
もの。
　安全管理については、見守りを行う人員を配置する。
　実施箇所は、平成３０年度は試行として１校を予定。
　留守家庭児童会とは別の場所で実施するが、必要に応じて連携するも
のとする。

事業内容

見守りの大人を配置し、自由活
動を行う場所を常設する。

予算額 2,122 千円
新規・拡充

継続の別
新規

平成３０年度　当初予算主な事業

事業名 放課後子ども教室事業



○ 目的

○ 事業概要

返却ポスト開設時間
毎日（年末年始を除く）
午前９時～午後５時
※「駅ナカ案内所」開設時間

平成３０年度　当初予算主な事業

事業名 中央図書館「駅ナカ案内所」図書返却スポット設置

予算額 102 千円
新規・拡充

継続の別
新規

事業内容

 近鉄新田辺駅構内で「駅ナカ案内所」の運営を行っている京田辺市観光
協会の協力を得て、「駅ナカ案内所」の窓口で、市の図書館で借りた本
（ＣＤ等は除く）を返却できるようにする。
　返却された本は、図書館各分室間の配本にあわせて、週３回回収し、
中央図書館で返却処理を行う。

　図書館で借りた本を、近鉄新田辺駅でも返却できるようにし、図書館
の利便性の向上を図る。

担当所属名
教育部社会教育・スポーツ推進課

中央図書館
直通電話番号 65 － 2500



○ 目的

　ギャラリー「かんなび」は平成３年７月、図書館の開館と同時に
開設され、設置後２６年が経過し、設備等が老朽化しており、これ
らを改修することにより、市民の文化芸術作品の展示スペースとし
てさらなる利活用を図る。

○ 事業概要

　　

平成３０年度　当初予算主な事業

事業名 中央図書館ギャラリー「かんなび」改修事業

予算額 5,666 千円
新規・拡充

継続の別
新規

内容

286,740
陶芸等の作品を飾る台。
経年劣化により、キズや汚
れがあるため、全面張替。

216,000

　地域の文化芸術活動の発表の場となるギャラリーの整備を行うもの

② 壁紙 626,400
経年劣化により、キズや汚
れがあるため、全面張替。

改修対象設備 予算額（円）

担当所属名
教育部社会教育・スポーツ推進課

中央図書館
直通電話番号 65 － 2500

事業内容

③ サイコロ形展示台

④ 空調機 4,536,000

対応年数が経過しており、
修理部品の製造も中止と
なっているため機器の全部
更新。

① ピクチャーレール
絵画等を吊すための留金。
取付位置を低くし、利用し
やすくする。


